
71用語解説

用語解説

温熱療法
温熱療法は生体内深達度から表在性温熱と深達性温熱に大別される．ホット

パックや赤外線は表在性温熱であるのに対して，超音波，超短波，極超短波（マイ
クロウェーブ）は生体内で熱に変換される深達性温熱に分類される．温熱の生理
作用には局所血流増加，筋弛緩，組織代謝亢進，内因性モルヒネ様物質を介した疼
痛抑制が関与すると報告されている．

集学的治療
医師，理学療法士，心理学者など異なる臨床経歴を有する職種が，医学的観点

（薬物治療や教育），理学的観点（運動），あるいは職業上，行動面の要素を包括的
に組み合わせて腰痛に対する治療を行うことである．集学的治療のプログラムは
本来オペラント条件付けモデルを土台とし，通常，理学，職業，行動に関連した要
素を詳細に組み合わせて構成されている．一般的にこのようなプログラムは入院
管理下でも，相当な時間をかけて実施される．

神経根ブロック
脊椎脊髄病用語事典（改訂第4版）によれば，nerve root block （神経根ブロック）

とは「脊髄神経根を椎間孔出口近傍で選択的にブロックする．根性神経痛の責任
高位診断と，疼痛状態の消失の治療効果の2つの要素がある．」と解説されている．
MacnabのBackacheには，nerve root infiltration あるいはroot sleeve infiltration
という言葉が使われており，当初はroot sleeve を穿刺し，局所麻酔薬を注入して
いた．現在意図的にroot sleeveを穿刺することはなく，root sleeve 周辺に局所麻
酔薬を注入する方法が一般的である．この際に麻酔されるのは，神経根のみでは
なく脊髄神経である．このため，spinal nerve infiltration, transforaminal epidural 
injectionあるいはselective nerve root blockという用語が使用されている．

電気療法
電気療法には，廃用筋の筋力維持，痙性予防などに用いられる治療的電気刺

激法と麻痺した末梢神経や筋肉を電気刺激により制御する機能的電気刺激法
に大別される．特に除痛治療を目的に用いられる場合，経皮的電気刺激療法

（transcutaneous electrical nerve stimulation：TENS）と呼ばれることが多い．
TENSによる除痛効果はゲートコントロール・セオリーによって説明される．疼
痛に抑制的に作用する大径感覚神経と促進的に作用する小径傷害受容神経が存在
するが，電気刺激は大径感覚神経を優位に刺激するため，除痛効果につながると
されている．また内因性鎮痛物質のエンドルフィンの関与も報告されている．
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徒手療法
手を用いて関節や周囲の組織に効果を及ぼす手法を意味する．ここでは脊椎の

可動範囲を超えて矯正操作を加えようとする脊椎マニピュレーションと関節の生
理的可動域内に限られた範囲で操作を行う脊椎のモビライゼーションとを含んで
いる．

認知行動療法
認知行動療法とは，人間の気分や行動が認知のあり方（ものの考え方や受け取

り方）の影響を受けることから認知の偏りを修正し，問題解決を手助けすること
によって精神疾患を治療することを目的とした構造化された精神療法である．行
動療法（学習理論に基づく行動変容法・理論の総称）と認知療法（認知や感情に焦
点を当てる心理療法）とを併せたものが認知行動療法と解釈されており，従来，他
の心理療法よりも比較的短期間で治療効果が認められるとされ，パニック障害，
強迫性障害，摂食障害，不安障害などに効果があると言われている．

ボディメカニクス
解剖学，生理学，運動力学などの基礎知識を活用して，身体の機能・構造と身体

運動がどのように関連しているか，その仕組みについてよりよく理解しようとす
る応用理論．特に，労働作業現場で如何に負担の少ない姿勢や活動を行うかなど
に着目するもの．

腰痛学級
腰痛学級とは，医療専門家の管理下で患者が運動療法を含めた教育や技術プロ

グラムで構成されたレッスンをグループ受講する介入療法として定義されてい
る．しかし，その内容は非常に多岐にわたっている．従って，腰痛学級の評価に当
たってはプログラムの内容を考慮しなければならない．

alexithymia（失感情症）
自らの感情を自覚・認知したり表現することが不得意で，空想力・想像力に欠

ける傾向のことをさす．感情を認知することの障害．

Dallas back pain questionnaire
腰痛患者に対する疾患特異的評価尺度の1つである．16項目の視覚的アナログ

スケールから成る．慢性腰痛が，患者の生活における以下の4つの面でどの程度
影響を与えているか，その割合の認知度を評価する尺度である．①痛みや強度，歩
行，挙上，坐位，立位などの日常生活，②社会生活，旅行，仕事などの職業および
余暇活動，③心配や抑うつ，④対人関係，社会支援などの社会的関心．

fear-avoidance（恐怖回避）スコア
Fear-avoidance（恐怖回避）の評価として，1993年にWadellらによって提唱さ

れた．“私の痛みは運動によって発生した．”，“私の痛みは運動によって悪くなる．”
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など，16項目の質問に対し0 〜 6の7段階で自己評価を行い，これを合計して点数
化する．

fear-avoidance beliefs（恐怖回避信念）
Fear-avoidance beliefs（恐怖回避信念）は，1983年にLethemらによって提唱

された概念であり，特定の患者において痛みが極度に増幅される過程を，fear-
avoidance modelを用いて説明している．このモデルでは，ある痛みに対して特
別な理由もないのに，これがだんだん悪くなるなどと信じ込むような，破滅的解
釈（catastrophizing）をしてしまう者では，痛みを強く恐れて逃避する傾向（fear-
avoidance）がみられ，結果として廃用性の機能障害やうつ状態を引き起こし，さ
らに痛みが増強する負のサイクルに入り込んでしまうことを指摘している．

McKenzie法
ニュージーランドの理学療法士，Robin McKenzieが開発した治療法．主に腰

痛，坐骨神経痛などが治療対象になる．「directional preference（良い反応を引き
出せる運動方向）」を見つけ出し，その方向への反復運動，または持続的姿勢保持
を行わせることで疼痛を緩和させていく．腰椎伸展運動や伸展位姿勢保持が他の
運動療法と異なった特徴であるため，腰椎伸展運動のことをMcKenzie法と呼ぶ
ことがある．

MMPI（Minnesota multiphasic personality inventory ミネソタ多面人格目録）
人格（性格）検査の1つで，国際的に利用度・研究論文数がもっとも多い．妥当

性尺度4と臨床尺度10の合計550項目からなる．性格の総合的評価と「精神医学的
診断印象」を得ることが可能である．

Modic changes（モディック変化）
MRIにおいて椎体終板と軟骨下骨に認められる輝度変化を示しており，3つの

タイプ（タイプⅠ：T1強調画像で低輝度，T2強調画像で高輝度，タイプⅡ：T1
強調画像で高輝度，T2強調画像で等または高輝度，タイプⅢ：T1とT2強調画像
ともに低輝度）に分類されている．

SPECT（single photon emission computed tomography）（単一光子放射断層撮影）
シンチグラフィーの応用で，体内に投与した放射線同位体から放出されるガン

マ線を検出し，その分布を断層画像にしたものである．
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